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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　口栓本体と、この口栓本体に対してヒンジを介して結合されたキャップとで構成される
ロック機能付きヒンジ口栓において、
　前記口栓本体が、筒状側壁と、容器本体に対する嵌合部としての嵌合側壁とを備え、前
記筒状側壁の先端には注出口としての開口部が形成され、前記嵌合部の径が前記筒状側壁
の径より大きく、筒状側壁と嵌合部との間にこれらをつなぐ天面を備えており、
　前記キャップが、キャップ天面と、このキャップ天面から垂下する側壁とを備えて構成
され、このキャップ天面はヒンジによる開閉動作によって前記注出口を開閉する機能を有
しており、
　前記キャップ天面の一方の端部であって、このキャップ天面と略同じ高さの位置に前記
ヒンジが設けられ、他方、このヒンジとは反対側のキャップ天面の端部にロック用嵌合突
起が設けられており、
　前記口栓本体の筒状側壁、天面、または筒状側壁と天面との接合部に、前記ロック用嵌
合突起に係合するロックリブを設けた
　ことを特徴とするロック機能付きヒンジ口栓。
【請求項２】
　前記キャップの側壁の下端の側壁縁の高さが、ヒンジ側とその反対側で互いに異なって
おり、ヒンジ側ではヒンジ高さ近傍に位置していることを特徴とする前記請求項１に記載
のロック機能付きヒンジ口栓。
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【請求項３】
　前記キャップ背面の内側に筒状突起が設けられており、
前記キャップの側壁縁と背面との距離が、上記筒状突起の先端と背面との距離より離れて
いることを特徴とする前記請求項１又は２に記載のロック機能付きヒンジ口栓。
【請求項４】
　前記ヒンジの位置が口栓本体の上端より高いことを特徴とする前記請求項1～３のいず
れかに記載のロック機能付きヒンジ口栓。
【請求項５】
　ヒンジとは反対側の前記キャップ側壁縁に、キャップを開閉する鍔部を有することを特
徴とする前記請求項1～４のいずれかに記載のロック機能付きヒンジ口栓。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヒンジキャップを設けた口栓に関する。
さらにくわしくは、ソース、胡麻油、蜂蜜、ドレッシングなどの液体、胡麻、塩、胡椒、
山椒、グラニュー糖、ふりかけなどの粒体や粉体などを入れる容器の口栓で、少量の排出
が可能なように、先端に向かって細くなる、首長の注出口を天面に有し、ヒンジキャップ
を設けた口栓に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ヒンジキャップを設けた口栓は、口栓本体からキャップを取り外すことなく開口でき、
内容物を排出できるので、キャップを置き忘れたり、汚したりしにくい、片手で使用でき
るなどの点から、近年、採用する容器が多い。しかしながら、ヒンジキャップを開けても
、中途半端な位置にキャップが留まり、内容物を注出、あるいは排出する時に、ヒンジキ
ャップが閉蓋しようとするなどして邪魔をし、内容物がキャップにかかってしまったりし
て、排出を妨げることが多い。
この為、キャップを一方の手で閉蓋したりしないように押さえながら、排出することにな
り、手間が掛かり、かつ、内容物が手に付着するなどの問題が生じていた。
【０００３】
　たとえば、図８、図９のように、ヒンジキャップ側壁２３が一定の高さで、ヒンジ３が
キャップ背面２１から離れている場合、図１０で示すように、ヒンジキャップ２を開けて
、開状態を保持する形に係止するのは困難である。
内容物が付着しやすい注出口１４も飛び出しているので、手に内容物が付いて汚れやすい
といった問題があった。
【０００４】
　文献１では、左右２つのヒンジを設け、その中央に、キャップ側には蓋係止部という鉤
状の爪と、口栓本体側には本体係止部という突起を設け、キャップの開き角度が１８０度
乃至２７０度になった時、蓋係止部と本体係止部が係合し、キャップの開いている状態を
保持するキャップを提案している。
しかしながら、この方法では、ヒンジ近傍に設けている為、係合時や外す時に、ヒンジに
対する負荷が大きく、ヒンジが伸ばされ、次第に係合しなくなってしまう問題が発生する
。
【０００５】
　文献２では、蓋が１８０度開いた状態で、ノズル部の突出する方向に、ノズル部先端か
ら一定間隔の位置に蓋の端部が位置するように、蓋を係止する第一係止手段が設けている
。第一係止手段を構成するには、ヒンジキャップの容器本体嵌合部が二重にしなければな
らない点と、ヒンジ部にスライドが必要で、金型が高価であり、かつ、ヒンジ部に近く、
かつ、ヒンジに対し引っ張りの力が掛かり、負荷が大きく、ヒンジが伸ばされ、次第に嵌
合しなくなってしまう問題が発生する。
また、第二係止手段として、蓋上方の外側面に形成され、側方へ突出する第二蓋係止部と
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、キャップ本体のヒンジ部より下方の外側面に形成され第二蓋係止部と係合する第二本体
係止部の組み合わせによる係合も提案されている。しかし、注出するノズル部に当接する
栓がヒンジよりも上方にあり、ノズルが完全に栓で漏れを塞ぎ難い状態になってしまう。
しかも、第二本体係止部が下方にあるので、本体側面に無理な構造で、金型が高価になる
とともに、耐久性も低下してしまい、開閉を重ねると、破損したりして、係止出来なくな
る問題があった。
【０００６】
　文献３では、いわゆるスナップオンキャップにおいて、中央のバネヒンジを左右に分け
て、その中央で、上蓋とキャップ本体のそれぞれから、鉤状の突起を出して、係合して、
キャップが開いた状態を保持するものである。
このヒンジキャップは文献１と同じように、ヒンジ近傍に係止する突起を設けた為、係合
時や外す時に、ヒンジに対する負荷が大きく、ヒンジが伸ばされ、次第に係合しなくなっ
てしまう問題が発生していた。
【０００７】
　文献４では、キャップ軸と交差する連通筒が備えられ、連通筒の頂壁部に注出口が形成
された有頂筒状の外装体が、連通筒の軸線方向に移動可能に外嵌される為、上蓋とキャッ
プ本体との合わせ面の形状が、平面ではなく、ヒンジ近傍において、交差する連通筒に合
わせて、傾斜を設けている。しかし、このキャップは、閉口した状態を保つように、係合
突片を設けてはあるが、開口した状態で固定化するものではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００１－１６３３４６号公報
【特許文献２】特開２００５－２２６７３号公報
【特許文献３】特開２００８－７４４６８号公報
【特許文献４】特開２０１１－７３７０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　そこで、ヒンジキャップを持った口栓において、キャップを閉めた時には、注出口にキ
ャップの上蓋に設けた筒状突起が、無理なく挿入され、完全に漏れを止めるとともに、ヒ
ンジキャップを開けた時、内容物の排出に支障がない程に、充分キャップが開いた状態を
保持し、かつ、その状態が、ヒンジの開閉によって、変化せず、耐久性の高いヒンジキャ
ップを提供する事が、本発明の課題である。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の請求項１に係る口栓は、口栓本体と、この口栓本体に対してヒンジを介して結
合されたキャップとで構成されるロック機能付きヒンジ口栓において、
　前記口栓本体が、筒状側壁と、容器本体に対する嵌合部としての嵌合側壁とを備え、前
記筒状側壁の先端には注出口としての開口部が形成され、前記嵌合部の径が前記筒状側壁
の径より大きく、筒状側壁と嵌合部との間にこれらをつなぐ天面を備えており、
　前記キャップが、キャップ天面と、このキャップ天面から垂下する側壁とを備えて構成
され、このキャップ天面はヒンジによる開閉動作によって前記注出口を開閉する機能を有
しており、
　前記キャップ天面の一方の端部であって、このキャップ天面と略同じ高さの位置に前記
ヒンジが設けられ、他方、このヒンジとは反対側のキャップ天面の端部にロック用嵌合突
起が設けられており、
　前記口栓本体の筒状側壁、天面、または筒状側壁と天面との接合部に、前記ロック用嵌
合突起に係合するロックリブを設けた
　ことを特徴とするロック機能付きヒンジ口栓である。
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【００１１】
　また、本発明の請求項２に係る口栓は、前記キャップの側壁の下端の側壁縁の高さが、
ヒンジ側とその反対側で互いに異なっており、ヒンジ側ではヒンジ高さ近傍に位置してい
ることを特徴とするロック機能付きヒンジ口栓である。
【００１２】
　また、本発明の請求項３に係る口栓は、前記キャップ背面の内側に筒状突起が設けられ
ており、
前記キャップの側壁縁と背面との距離が、上記筒状突起の先端と背面との距離より離れて
いることを特徴とするロック機能付きヒンジ口栓である。
【００１３】
　また、本発明の請求項４に係る口栓は、口栓本体とキャップが結合するヒンジの位置を
、口栓本体の上端より高く設けたことを特徴とするロック機能付きヒンジ口栓である。
【００１４】
　また、本発明の請求項５に係る口栓は、ヒンジとは反対側の前記キャップ側壁縁に、キ
ャップを開閉する鍔部を有することを特徴とするロック機能付きヒンジ口栓である。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の口栓は、キャップを閉めた時には、完全に漏れを止めることができると共に、
キャップを開けた時には、充分開いた状態で係止し、内容物を注出する際等において邪魔
になるなどの支障がない。しかも、開閉を繰り返しても、キャップの開き状態が係止出来
なくなるなどの問題がなく、充分に耐久性のある口栓である。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明のロック機能付きヒンジ口栓の一例を、キャップ鍔側より見た外観図であ
る。
【図２】本発明のロック機能付きヒンジ口栓の一例を、ヒンジ側より見た外観の斜視図で
ある。
【図３】本発明のロック機能付きヒンジ口栓の一例を、ヒンジを通る面で切った断面図で
ある。
【図４】本発明のロック機能付きヒンジ口栓の一例で、キャップを開け、ロックした状態
を示した、断面図である。
【図５】本発明のロック機能付きヒンジ口栓の一例で、キャップを開け、ロックした状態
を示した、ヒンジ反対側より見た外観図である。
【図６】本発明のロック機能付きヒンジ口栓の一例で、キャップを開け、ロックした状態
を示した、ヒンジ側より見た外観図である。
【図７】本発明のロック機能付きヒンジ口栓の一例を容器本体に嵌合させた外観図である
。
【図８】本発明によらない口栓の一例で、筒状側壁と形設するヒンジキャップの側壁縁が
、一定の高さに設定されている場合の口栓の外観図である。
【図９】本発明によらない口栓の一例で、筒状側壁と形設するヒンジキャップの側壁縁が
、一定の高さに設定されている場合の口栓の断面図である。
【図１０】本発明によらない口栓の一例で、筒状側壁と形設するヒンジキャップの側壁縁
が、一定の高さに設定されている場合の口栓のヒンジキャップを開いた状態を示した断面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明のロック機能付きヒンジ口栓における実施の形態例について、図を用いて
詳細に説明する。
図１、図２は、本発明のロック機能付きヒンジ口栓の一例で、口栓本体１とキャップ２か
ら構成されている。
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口栓本体１は、口先が細長い筒状側壁１１と、容器本体との嵌合側壁１２と、それらの中
間にあって、結び付けている天面１３よりなる。なお、筒状側壁１１の先端を注出口１４
としている。口栓本体１のヒンジ側における筒状側壁１１ないし天面１３には、ロックリ
ブ４が設けられている。
キャップ２は、キャップ天面２１の一方にヒンジ３、他方にロック用嵌合突起２２を有し
、キャップ天面２１の周縁から垂下している側壁２３が連なり、側壁縁２３１のヒンジ側
は、傾斜面２３１１に沿って切り落とされている。そして、ヒンジ反対側の側壁縁２３１
には、キャップ２を開閉する鍔２３２が設けられている。
【００１８】
　もちろん、側壁縁２３１のヒンジ側は、傾斜面ではなく、段差の状態に切り落とされて
いても、キャップを保持する機能は達成できる。また、ヒンジ反対側に設ける鍔２３２も
、側壁縁２３１でなくてもかまわない。しかし、強度の点でも、汚れにくくする、耐久性
を上げるなど、機能面においても、側壁縁２３１のヒンジ側を傾斜面２３１１に沿って切
り落とし、また、ヒンジ反対側の側壁縁２３１にキャップ２を開閉する鍔２３２を設ける
ことが好ましい。
【００１９】
　図３には、本発明のロック機能付きヒンジ口栓の一例における、ヒンジを通る面で切っ
た断面図を示している。
キャップ２のキャップ天面２１には、内側に筒状突起２４があって、口栓本体１の注出口
１４内面に内接し、液止めの役割をしている。
また、注出口１４のヒンジ反対側には嵌合凹部１４１があり、キャップ２側壁縁２３１の
鍔２３２部内側に、嵌合突起２３３が係合し、キャップ２を閉めた時のロックになってい
る。
注出口１４の高さは、ヒンジ３よりも低い位置になっており、注出口１４の先端に付着し
た内容物が、手に付きにくくしている。
天面１３の内側には、容器本体の口部に内接するインナーリング１３１と、容器本体の口
部端部に圧接するコンタクトリング１３２を設けても良い。容器本体との嵌合も、図示し
たネジ１２１によるものであっても、打栓式の嵌合リングであってもかまわない。
【００２０】
　図４、図５、図６は、本発明のロック機能付きヒンジ口栓の一例における、キャップ２
を開け、ロックした状態を示したもので、キャップ２は、ヒンジ３を中心に回転し、嵌合
突起２２が、ロックリブ４で掛止している。
この時、図１０で示したような口栓とは違い、キャップ２のキャップ天面２１は、キャッ
プ本体１の筒状側壁１１には接していない。鍔２３２も、天面１３と干渉していない。鍔
２３２は、図面で示したように、口栓本体１の嵌合側壁１２より外側に位置し、飛び出し
ていることが好ましい。
ヒンジ３とロック用嵌合突起２２は、キャップ２で一番離れた位置にあるので、ヒンジの
開閉や、ロックでのずれなどで、ヒンジ３の支点をいたずらに変動させ、耐久性を低下さ
せることがない。
キャップ２の側壁縁２３１のヒンジ側は傾斜面２３１１になっており、この傾斜面２３１
１を含む側壁縁２３１は、筒状突起２４より背面から離れた位置に設けられているので、
筒状突起２４先端に付着した内容物が、手に付着しにくくなっている。
また、注出口１４はヒンジ３よりも低い位置に留まり、手に内容物が誤って汚さないよう
に設定されている。
【００２１】
　図７は、本発明の口栓を容器本体５に嵌合した状態を示している。口栓と容器本体５と
の嵌合が打栓式の場合は、図のように容器口元に鍔（本体）５１を設けることが好ましい
。ねじ式の場合は、鍔をつけなくてもかまわないが、嵌合側壁の外側にはローレットを切
る必要がある。
【００２２】
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　本発明のロック機能付きヒンジ口栓を製造するには、主として射出成形で成形する。
また、材料としては、ポリプロピレン、ポリエチレンとポリプロピレンの共重合樹脂、低
密度ポリエチレン、中密度ポリエチレン、エチレン酢酸ビニル共重合体、などを使用する
。
射出成形に用いる金型は、通常の３プレート型でかまわないが、スライドも必要である。
キャップを開いた配置で射出成形し、成形後速やかにキャップを閉じて、ヒンジ部分の樹
脂の方向性を揃える。
【００２３】
　本発明は以上のようなもので、内容物が手に触れにくく、汚れない構造になっている。
鍔２３２が下方にあるので、開きやすい。キャップ２のキャップ天面２１を掛止して、開
いた状態で固定できる。ヒンジ３位置より注出口１４と筒状突起２４が下方にあるので、
筒状突起が無理なく注出口１４に入り易く、開閉の抵抗が少ないなどのメリットがある。
キャップの開閉における抵抗が少ないことや、ヒンジから離れた位置でロックすることか
ら、本発明のロック機能付きヒンジ口栓を一千回開閉しても、ヒンジキャップのロックや
、キャップを閉めた状態での液漏れなどは発生せず、耐久性にも問題がなかった。
さらに、キャップ２の側壁２３のヒンジ側が傾斜面２３１１で切り取られているので、も
し、キャップ２をロックしないで、中途半端な状態であっても、内容物がキャップ２にか
かりにくい効果もあり、従来の問題を解決し、より使いやすい口栓を得ることができた。
【符号の説明】
【００２４】
１・・・・・・・・・口栓本体
１１・・・・・・・・筒状側壁
１２・・・・・・・・嵌合側壁
１２１・・・・・・・ネジ
１３・・・・・・・・天面
１３１・・・・・・・インナーリング
１３２・・・・・・・コンタクトリング
１４・・・・・・・・注出口
１４１・・・・・・・嵌合凹部
２・・・・・・・・・キャップ
２１・・・・・・・・キャップ天面　
２２・・・・・・・・ロック用嵌合突起　
２３・・・・・・・・側壁
２３１・・・・・・・側壁縁　
２３１１・・・・・・傾斜面　
２３２・・・・・・・鍔
２３３・・・・・・・嵌合突起
２４・・・・・・・・筒状突起
３・・・・・・・・・ヒンジ
４・・・・・・・・・ロックリブ
５・・・・・・・・・容器本体
５１・・・・・・・・鍔（本体）
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